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は油田地帯であり中部一東部は金属

鉱床の密集地帯でありかつ東部は地

熱地帯でもある.

･第三系を下位から西男鹿階･台島階下

部･台島階上部･西黒沢階･女川階･

船川階･天徳寺階･笹岡階に細分し

全域を細かく表現した.全凡例数は

64である.

･第三系の地質構造がいわゆる“油田

摺出方向"(N-S性)とNW-SE方向

とによって構成されていることがよく

あらわされている.

･北東部の八幡平地域はサンシャイン

計画の委託によるr広域熱構造調査法

の研究開発｣(未発表)の成果をくみこ

んで編集されている.

･この地質図の2つの断面図は10数本

の深度1,000-3,500m間の試掘井のデ

ｰタを使って水平;垂直1:1で

表現されている.

･A-B-Cの断面図では太平山地塊

の隆起によって大又層から船川層まで

20万分の1地質図幅の新刊

秋田及び男鹿
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20万分の1地質図幅

地域地質研究報告

カミほとんど垂直に近い急慎斜(1部は逆転)を示して

いる･また一方秋開平野では沈降をつづけ層厚

4,000m以上に達する含油第三系を堆積したことをよ

くあらわしている.
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･20万分の1地質図幅r秋田｣(1960)及びr男鹿島｣

(1960)を改訂し両者をあわせたものである.

･本図幅地域に含まれる男鹿半島及び秋岡市周辺一帯は

東北地方グリｰン･タフ地域の第三系層序の模式地で

あって古くから地質研究が行なわれている.西部

･D-E-F-G-Hの断面図では北は能代から南は

本荘南方をへて酒田衝上断層群につらなる北由利衝

上断層群の構造が見事に面かれている.

この地質図の北隣の20万分の1地質図幅r弘前および

深浦｣が1978年に出版されている1両地質図とも精

度がすこぶる高く5万分の1地質図幅が全域にわ

たって出版されていない現在利用価値がすこぶる高

レ､.
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